




1. 長期強度の増進
ポルトランドセメントの水和反応により生成する水酸化
カルシウムとフライアッシュが反応する、いわゆる「ポ
ゾラン反応」により、長期にわたり強度が増進します。

2. 水和熱による温度上昇の抑制
フライアッシュの粉末度や置換率にもよりますが、一
般にポゾラン反応による発熱はポルトランドセメント
の水和反応による発熱に比べて小さいため、ポルトラ
ンドセメントの一部をフライアッシュに置換すること
により、水和熱による温度上昇量は小さくなります。

3. 水密性の向上
フライアッシュのポゾラン反応により、安定な化合物
を生成し、緻密な組織を形成するため、水密性が向上
します。

4. アルカリシリカ反応の抑制
フライアッシュは、高炉スラグ微粉末やシリカフュー
ムなどとともに、アルカリシリカ反応の抑制効果が認
められています。一般の環境下では、フライアッシュ
の置換率が質量比で 15％以上であれば、アルカリシ
リカ反応の抑制対策として有効であるとされています。

項目

種類
区分 強熱減量

ig.loss %

酸化マグネシウム

MgO %

三酸化硫黄

SO3 %

塩化物イオン

Cl- %

フライアッシュ
セメントB 種

JIS規格値 － ≦ 5.0 ≦ 3.0 －

当社品質例 2.13 0.96 1.85 0.020

普通ポルトランド
セメント

JIS規格値 ≦ 5.0 ≦ 5.0 ≦ 3.5 ≦ 0.035

当社品質例 2.26 1.41 2.10 0.015

項目

種類
区分 密度

g/cm3

比表面積

cm2/g

凝結
安定性

圧縮強さ N/mm2

水量
%

始発
h-min

終結
h-min 3ｄ 7ｄ 28ｄ

フライアッシュ
セメントB 種

JIS規格値 － ≧ 2500 － ≧ 60min ≦ 10h 良 ≧ 10.0 ≧ 17.5 ≧ 37.5

当社品質例 2.96 3360 27.8 2-15 3-45 良 23.3 38.3 58.1

普通ポルトランド
セメント

JIS規格値 － ≧ 2500 － ≧ 60min ≦ 10h 良 ≧ 12.5 ≧ 22.5 ≧ 42.5

当社品質例 3.16 3340 27.4 2-15 3-20 良 30.3 45.1 61.6






